
(57)【要約】

【課題】所望の酸素濃度の窒素ガスを生成できる窒素ガ

ス生成方法を提供する。

【解決手段】吸着剤を充填した複数の吸着槽１，２を備

え、これらの吸着槽１，２に窒素ガスを主成分とする原

料ガスを圧縮機３により供給し、それぞれの吸着槽１，

２で吸着と脱着を交互に繰り返して原料ガスから窒素ガ

スを分離して窒素ガスを生成する方法において、製品窒

素ガスの酸素濃度を酸素濃度計１５で検出した値と、設

定酸素濃度の値との偏差に基づいて、吸着槽１，２の吸

着・脱着の切り替え周期をシーケンサ１７によって所定

の値に調整し、且つ前記酸素濃度計１５による酸素濃度

の検出値に応じて製品窒素ガスの酸素濃度が設定酸素濃

度になるようコントローラ１６によって圧縮機３の回転

数を制御して、所望酸素濃度の窒素ガスを生成する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 吸 着 剤 を 充 填 し た 吸 着 槽 を 複 数 備 え 、 こ れ ら の 吸 着 槽 に 窒 素 を 主 成 分 と す る 原 料 ガ ス を
圧 縮 機 に よ り 供 給 し 、 そ れ ぞ れ の 吸 着 槽 で 吸 着 と 脱 着 を 交 互 に 繰 り 返 し て 原 料 ガ ス か ら 窒
素 ガ ス を 分 離 し て 窒 素 ガ ス を 生 成 す る 方 法 に お い て 、
　 製 品 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 を 酸 素 濃 度 計 で 検 出 し た 値 と 、 設 定 酸 素 濃 度 の 値 と の 偏 差 に 基
づ い て 、 吸 着 槽 の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 を 所 定 の 値 に 調 整 し 、 且 つ 前 記 酸 素 濃 度 計 に
よ る 酸 素 濃 度 の 検 出 値 に 応 じ て 製 品 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 が 設 定 酸 素 濃 度 に な る よ う 原 料 ガ
ス の 供 給 量 を 調 整 し て 、 所 望 酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ ス を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 窒 素 ガ ス 生
成 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 吸 着 剤 を 充 填 し た 吸 着 槽 を 複 数 備 え 、 こ れ ら の 吸 着 槽 に 窒 素 を 主 成 分 と す る 原 料 ガ ス を
圧 縮 機 に よ り 供 給 し 、 そ れ ぞ れ の 吸 着 槽 で 吸 着 と 脱 着 を 交 互 に 繰 り 返 し て 原 料 ガ ス か ら 窒
素 ガ ス を 分 離 し て 窒 素 ガ ス を 生 成 す る 方 法 に お い て 、
　 製 品 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 を 酸 素 濃 度 計 で 検 出 し た 値 と 、 設 定 酸 素 濃 度 の 値 と の 偏 差 に 基
づ い て 、 吸 着 槽 の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 を 所 定 の 値 に 調 整 し て 、 所 望 酸 素 濃 度 の 窒 素
ガ ス を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 窒 素 ガ ス 生 成 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 吸 着 剤 を 充 填 し た 吸 着 槽 を 複 数 備 え 、 こ れ ら の 吸 着 槽 に 窒 素 を 主 成 分 と す る 原 料 ガ ス を
圧 縮 機 に よ り 供 給 し 、 そ れ ぞ れ の 吸 着 槽 で 吸 着 と 脱 着 を 交 互 に 繰 り 返 し て 原 料 ガ ス か ら 窒
素 ガ ス を 分 離 し て 窒 素 ガ ス を 生 成 す る 方 法 に お い て 、
　 製 品 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 を 酸 素 濃 度 計 で 検 出 し た 値 と 、 設 定 酸 素 濃 度 の 値 と の 偏 差 に 基
づ い て 、 製 品 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 が 設 定 酸 素 濃 度 に な る よ う 原 料 ガ ス の 供 給 量 を 調 整 し て
、 所 望 酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ ス を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 窒 素 ガ ス 生 成 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 原 料 ガ ス か ら 窒 素 ガ ス を 分 離 し て 、 所 望 の 酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ ス を 生 成 で き る
Ｐ Ｓ Ａ （ Ｐ ｒ ｅ ｓ ｓ ｕ ｒ ｅ 　 Ｓ ｗ ｉ ｎ ｇ 　 Ａ ｄ ｓ ｏ ｒ ｐ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 方 式 の 窒 素 ガ ス 生 成 方
法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 Ｐ Ｓ Ａ 方 式 の 窒 素 ガ ス 生 成 装 置 は 、 分 子 篩 炭 等 の 吸 着 剤 を 充 填 し た ２ 基 の 吸 着
槽 を 備 え 、 圧 縮 機 に よ り 空 気 等 を ２ 基 の 吸 着 槽 に 交 互 に 選 択 的 に 送 り 込 み 、 一 方 の 吸 着 槽
で 高 圧 吸 着 、 他 方 の 吸 着 槽 で 低 圧 脱 着 （ 再 生 ） が 行 わ れ 、 こ れ ら が １ ～ ２ 分 程 度 の 一 定 の
切 り 替 え 周 期 で 繰 り 返 さ れ る こ と に よ っ て 、 窒 素 ガ ス を 連 続 的 に 生 成 す る （ 例 え ば 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。 そ し て 、 従 来 は 、 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 と 圧 縮 機 の 回 転 数 は 一 定 で あ っ
て 、 生 成 さ れ る 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 は 一 定 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ９ ４ ４ ２ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 窒 素 ガ ス 生 成 装 置 を 使 用 す る 技 術 分 野 に お い て は 、 所 望 の 酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ ス
を 自 由 に 得 ら れ る こ と が 要 望 さ れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 原 料 ガ ス か ら 窒 素 ガ ス を 分 離 し て 、 所 望 の 酸 素 濃 度
の 窒 素 ガ ス を 生 成 で き る Ｐ Ｓ Ａ 方 式 の 窒 素 ガ ス 生 成 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 は 次 の 解 決 手 段 を 採 る 。 す な わ ち 、
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　 本 発 明 は 、 吸 着 剤 を 充 填 し た 吸 着 槽 を 複 数 備 え 、 こ れ ら の 吸 着 槽 に 窒 素 を 主 成 分 と す る
原 料 ガ ス を 圧 縮 機 に よ り 供 給 し 、 そ れ ぞ れ の 吸 着 槽 で 吸 着 と 脱 着 を 交 互 に 繰 り 返 し て 原 料
ガ ス か ら 窒 素 ガ ス を 分 離 し て 窒 素 ガ ス を 生 成 す る 方 法 に お い て 、
　 製 品 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 を 酸 素 濃 度 計 で 検 出 し た 値 と 、 設 定 酸 素 濃 度 の 値 と の 偏 差 に 基
づ い て 、 吸 着 槽 の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 を 所 定 の 値 に 調 整 し 、 且 つ 前 記 酸 素 濃 度 計 に
よ る 酸 素 濃 度 の 検 出 値 に 応 じ て 製 品 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 が 設 定 酸 素 濃 度 に な る よ う 原 料 ガ
ス の 供 給 量 を 調 整 し て 、 所 望 酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ ス を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 方 法 が 好 ま し い が 、 次 の よ う に し て も よ い 。 す な わ ち 、
　 本 発 明 は 、 吸 着 剤 を 充 填 し た 吸 着 槽 を 複 数 備 え 、 こ れ ら の 吸 着 槽 に 窒 素 を 主 成 分 と す る
原 料 ガ ス を 圧 縮 機 に よ り 供 給 し 、 そ れ ぞ れ の 吸 着 槽 で 吸 着 と 脱 着 を 交 互 に 繰 り 返 し て 原 料
ガ ス か ら 窒 素 ガ ス を 分 離 し て 窒 素 ガ ス を 生 成 す る 方 法 に お い て 、
　 製 品 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 を 酸 素 濃 度 計 で 検 出 し た 値 と 、 設 定 酸 素 濃 度 の 値 と の 偏 差 に 基
づ い て 、 吸 着 槽 の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 を 所 定 の 値 に 調 整 し て 、 所 望 酸 素 濃 度 の 窒 素
ガ ス を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 次 の よ う に し て も よ い 。 す な わ ち 、 吸 着 剤 を 充 填 し た 吸 着 槽 を 複 数 備 え 、 こ れ ら
の 吸 着 槽 に 窒 素 を 主 成 分 と す る 原 料 ガ ス を 圧 縮 機 に よ り 供 給 し 、 そ れ ぞ れ の 吸 着 槽 で 吸 着
と 脱 着 を 交 互 に 繰 り 返 し て 原 料 ガ ス か ら 窒 素 ガ ス を 分 離 し て 窒 素 ガ ス を 生 成 す る 方 法 に お
い て 、
　 製 品 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 を 酸 素 濃 度 計 で 検 出 し た 値 と 、 設 定 酸 素 濃 度 の 値 と の 偏 差 に 基
づ い て 、 製 品 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 が 設 定 酸 素 濃 度 に な る よ う 原 料 ガ ス の 供 給 量 を 調 整 し て
、 所 望 酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ ス を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｐ Ｓ Ａ 方 式 の 窒 素 ガ ス 生 成 に お い て 、 分 子 篩 炭 等 の 吸 着 剤 は 窒 素 と 酸 素 の 吸 着 速 度 差 が
吸 着 時 間 に よ り 変 化 す る の で 、 吸 着 槽 の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 が 変 化 す る と 、 生 成 す
る 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 は 変 化 す る 。 ま た 、 原 料 ガ ス の 圧 力 す な わ ち 原 料 ガ ス の 供 給 量 が 変
化 す る と 、 生 成 す る 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 が 変 化 す る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 吸 着
槽 の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 を 所 定 の 値 に 調 整 し 、 ま た 、 原 料 ガ ス の 供 給 量 を 制 御 す る
こ と に よ っ て 、 所 望 の 酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ ス を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 一 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る た め の 装 置 は 、 Ｐ Ｓ Ａ 方 式 の 窒 素 ガ ス 供 給 装 置 で あ り 、 吸 着 剤
と し て 分 子 篩 炭 （ Ｍ ｏ ｌ ｅ ｃ ｕ ｌ ａ ｒ 　 Ｓ ｅ ｉ ｖ ｉ ｎ ｇ 　 Ｃ ａ ｒ ｂ ｏ ｎ ） を 用 い て い る 。
分 子 篩 炭 は 窒 素 と 酸 素 の 吸 着 速 度 差 が 異 な り 、 加 圧 下 に お い て 酸 素 を 優 先 的 に 吸 着 し 、 空
気 か ら 窒 素 を 分 離 で き る 。 吸 着 し た 酸 素 は 減 圧 す る と 脱 着 で き 、 分 子 篩 炭 を 再 生 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 窒 素 ガ ス 供 給 装 置 は 、 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 分 子 篩 炭 を 充 填 し た ２ 基 の 吸 着 槽 １
， ２ を 備 え 、 こ の ２ 基 の 吸 着 槽 １ ， ２ が 、 そ れ ぞ れ 高 圧 吸 着 工 程 ・ 低 圧 脱 着 （ 再 生 ） 工 程
を 交 互 に 繰 り 返 す こ と に よ り 、 連 続 的 に 空 気 か ら 窒 素 を 分 離 す る こ と が で き る 。 こ れ を 実
現 す る た め の 構 成 を 図 １ ～ 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 ３ は 圧 縮 空 気 を 供 給 す る イ ン バ ー タ 式 の 圧 縮 機 、 ４ は イ ン バ ー タ 、 ５ ，
６ は エ ア ー 供 給 弁 、 ７ ， ８ は 排 気 弁 、 ９ ， １ ０ は 製 品 供 給 弁 、 １ １ ， １ ２ は 均 圧 弁 、 １ ３
は 製 品 排 出 弁 で あ り 、 い ず れ の 弁 ５ ～ １ ３ も 電 磁 弁 で 構 成 さ れ て い る 。 １ ４ は 窒 素 ガ ス を
貯 蔵 す る 製 品 窒 素 ガ ス の 貯 槽 で あ る 。 １ ５ は 製 品 貯 槽 １ ４ 内 の 酸 素 濃 度 を 検 出 す る た め の
酸 素 濃 度 計 で あ り 、 こ の 酸 素 濃 度 計 １ ５ で 検 出 さ れ た 酸 素 濃 度 の 値 は Ｐ Ｉ Ｄ コ ン ト ロ ー ラ
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１ ６ に 入 力 さ れ る 。 コ ン ト ロ ー ラ １ ６ は 、 酸 素 濃 度 計 １ ５ の 検 出 値 と 設 定 酸 素 濃 度 の 値 と
の 偏 差 に 基 づ い て イ ン バ ー タ ４ の 周 波 数 を 制 御 し て 圧 縮 機 ３ の 回 転 数 を コ ン ト ロ ー ル す る
。 ま た 、 酸 素 濃 度 計 １ ５ の 検 出 値 と 設 定 酸 素 濃 度 の 値 が コ ン ト ロ ー ラ １ ６ を 通 じ て シ ー ケ
ン サ （ Ｐ Ｌ Ｃ ） １ ７ に 入 力 さ れ る 。 シ ー ケ ン サ １ ７ は 、 各 弁 ５ ～ １ ３ の 開 閉 を 制 御 し 、 例
え ば 、 酸 素 濃 度 計 １ ５ の 検 出 値 と 設 定 酸 素 濃 度 の 値 と の 偏 差 に 基 づ い て 、 吸 着 槽 １ ， ２ の
吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 を 自 動 調 整 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 上 記 窒 素 ガ ス 供 給 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｐ Ｓ Ａ 方 式 の 本 装 置 は 、 圧 縮 機 ３ に よ り 加 圧 さ れ た 空 気 が ２ 基 の 吸 着 槽 １ ， ２ に 交 互 に
選 択 的 に 送 り 込 ま れ 、 加 圧 空 気 が 送 り 込 ま れ た 吸 着 槽 で 酸 素 が 吸 着 除 去 さ れ 、 窒 素 ガ ス が
製 品 貯 槽 １ ４ に 送 ら れ る 。 す な わ ち 、 一 方 の 吸 着 槽 １ が 吸 着 工 程 、 他 方 の 吸 着 槽 ２ が 脱 着
工 程 に あ る と き 、 弁 ５ ～ １ ２ は 次 の 状 態 に あ る 。 エ ア ー 供 給 弁 ５ 、 排 気 弁 ８ 、 及 び 製 品 供
給 弁 ９ は 開 、 エ ア ー 供 給 弁 ６ 、 排 気 弁 ７ 、 製 品 供 給 弁 １ ０ 、 及 び 均 圧 弁 １ １ ， １ ２ は 閉 の
状 態 に あ る 。 こ の 状 態 で 、 圧 縮 機 ３ に よ っ て 加 圧 さ れ た 空 気 は 一 方 の 吸 着 槽 １ に 送 り 込 ま
れ 、 そ の 加 圧 空 気 は 一 方 の 吸 着 槽 １ 内 で 酸 素 が 吸 着 除 去 さ れ 、 窒 素 ガ ス が 製 品 貯 槽 １ ４ に
送 ら れ る 。 一 方 、 他 方 の 吸 着 槽 ２ で は 、 前 の 吸 着 工 程 で 吸 着 さ れ た 酸 素 が 脱 着 さ れ 、 排 気
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 吸 着 工 程 と 脱 着 工 程 が 所 定 時 間 行 わ れ る と 、 次 に 、 一 方 の 吸 着 槽 １ が 脱 着 工 程 、
他 方 の 吸 着 槽 ２ が 吸 着 工 程 に 切 り 替 わ る 。 す な わ ち 、 エ ア ー 供 給 弁 ６ 、 排 気 弁 ７ 、 及 び 製
品 供 給 弁 １ ０ は 開 、 エ ア ー 供 給 弁 ５ 、 排 気 弁 ８ 、 製 品 供 給 弁 ９ 、 及 び 均 圧 弁 １ １ ， １ ２ は
閉 の 状 態 に な り 、 こ の 状 態 で 、 圧 縮 機 ３ に よ っ て 加 圧 さ れ た 空 気 は 他 方 の 吸 着 槽 ２ に 送 り
込 ま れ 、 そ の 加 圧 空 気 は 他 方 の 吸 着 槽 ２ 内 で 酸 素 が 吸 着 除 去 さ れ 、 窒 素 ガ ス が 製 品 貯 槽 １
４ に 送 ら れ る 。 そ し て 、 一 方 の 吸 着 槽 １ で は 、 前 の 吸 着 工 程 で 吸 着 さ れ た 酸 素 が 脱 着 さ れ
、 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 均 圧 弁 １ １ ， １ ２ は 吸 着 工 程 か ら 脱 着 工 程 に 切 り 替 わ る 途 中 で 、 開 に な り 、 ２ 基
の 吸 着 槽 １ ， ２ を 均 圧 化 す る 。 す な わ ち 、 吸 着 工 程 終 了 時 、 弁 ５ ～ １ ０ が 一 旦 、 全 て 閉 に
な り 、 均 圧 弁 １ １ ， １ ２ が 開 に な る 。 均 圧 工 程 終 了 後 、 上 記 脱 着 工 程 に 移 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 、 弁 ５ ～ １ ０ を 開 閉 さ せ る こ と に よ り 、 一 方 の 吸 着 槽 １ が 吸 着 時 は 、 他 方 の
吸 着 槽 ２ は 脱 着 を 行 い 、 次 の サ イ ク ル で 、 一 方 の 吸 着 槽 １ は 脱 着 、 他 方 の 吸 着 槽 ２ は 吸 着
を 行 う よ う 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら が 所 定 の 切 り 替 え 周 期 で 繰 り 返 さ れ て 窒 素 ガ ス が 連 続
的 に 生 成 さ れ る 。 製 品 排 出 弁 １ ３ は 、 装 置 運 転 後 所 定 時 間 が 経 過 し た 後 、 シ ー ケ ン サ １ ７
に よ り 開 に な る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 Ｐ Ｓ Ａ 方 式 の 窒 素 ガ ス 供 給 装 置 に お い て 、 分 子 篩 炭 は 窒 素 と 酸 素 の 吸 着 速 度 差 が 吸
着 時 間 に よ っ て 変 化 す る の で 、 吸 着 槽 １ ， ２ の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 を 変 化 さ せ れ ば
、 生 成 す る 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 は 変 化 す る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 上 記 Ｐ Ｓ Ａ 方 式 の 窒 素 ガ ス 供 給 装 置 に お い て 、 加 圧 空 気 の 圧 力 す な わ ち 加 圧 空 気
の 供 給 量 す な わ ち 圧 縮 機 ３ の 回 転 数 が 変 化 す る こ と に よ っ て も 、 生 成 す る 窒 素 ガ ス の 酸 素
濃 度 は 変 化 す る （ 図 ５ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 窒 素 ガ ス 供 給 装 置 は 、 吸 着 槽 １ ， ２ の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 、 す な わ
ち エ ア ー 供 給 弁 ５ ， ６ 、 排 気 弁 ７ ， ８ 、 及 び 製 品 供 給 弁 ９ ， １ ０ の 開 閉 を シ ー ケ ン サ １ ７
で 自 動 調 整 し 、 更 に 、 圧 縮 機 ３ の 回 転 数 す な わ ち イ ン バ ー タ ４ の 周 波 数 を コ ン ト ロ ー ラ １
６ で 制 御 す る こ と に よ っ て 、 所 望 の 酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ ス が 生 成 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い
る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 酸 素 濃 度 が ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 窒 素 ガ ス を 発 生 さ せ る 場 合 を 例 に と っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 シ ー ケ ン サ １ ７ に よ る 吸 着 槽 １ ， ２ の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 の 自 動 調 整 を 図 ２ に 示
す フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 最 初 は 、 吸 着 槽 １ ，
２ の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 が シ ー ケ ン サ １ ７ に 初 期 値 と し て 入 力 さ れ て い る 時 間 に 設
定 さ れ る 。 こ の 切 り 替 え 周 期 の 初 期 値 は 、 設 定 酸 素 濃 度 よ り も 低 い 酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ ス を
生 成 で き る 切 り 替 え 周 期 で あ れ ば よ い が 、 低 酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ ス が で き る だ け 多 量 に 生 成
さ れ る よ う 設 定 す る の が 好 ま し い 。 し た が っ て 、 酸 素 濃 度 が ０ ｐ ｐ ｍ 又 は そ れ に よ り 近 い
酸 素 濃 度 で 、 切 り 替 え 周 期 は 最 短 時 間 に 設 定 す る の が 好 ま し い 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 ３ に
示 す 周 波 数 及 び 切 り 替 え 周 期 と 酸 素 濃 度 と の 関 係 を 示 す 試 験 デ ー タ か ら 、 ３ ５ 秒 （ 周 波 数
が ５ ０ Ｈ ｚ で 酸 素 濃 度 ０ ｐ ｐ ｍ ） に 設 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 圧 縮 機 ３ か ら ２ 基 の 吸 着 槽 １ ， ２ に 交 互 に 選 択 的 に 送 り 込 ま れ た 加 圧 空 気 は 、 ３ ５ 秒 の
切 り 替 え 周 期 で 、 吸 着 ・ 脱 着 が 繰 り 返 さ れ 、 酸 素 が 吸 着 除 去 さ れ て 生 成 さ れ た 窒 素 ガ ス が
製 品 貯 槽 １ ４ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 製 品 貯 槽 １ ４ の 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 が 酸 素 濃 度 計 １ ５ で 検 出 さ れ 、 そ の 検 出 値 と コ ン ト
ロ ー ラ １ ６ に 入 力 さ れ た 設 定 酸 素 濃 度 の 値 （ ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ） が シ リ ア ル 通 信 に よ っ て シ ー
ケ ン サ １ ７ に 入 力 さ れ る 。 シ ー ケ ン サ １ ７ は 、 検 出 値 ＜ （ 設 定 値 ＋ 一 定 値 ） を 判 断 し 、 こ
れ を 満 足 し な い 場 合 は 、 上 記 ３ ５ 秒 の 切 り 替 え 周 期 で 運 転 が 続 行 さ れ る 。 な お 、 上 記 の 一
定 値 は 任 意 の 値 で よ く 、 本 実 施 形 態 で は ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ に 設 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 の 切 り 替 え 周 期 で の 運 転 に よ り 、 製 品 貯 槽 １ ４ 内 の 製 品 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 は 低 下
し て く る 。 そ し て 、 検 出 値 ＜ （ 設 定 値 ＋ 一 定 値 ） を 満 足 す る こ と が シ ー ケ ン サ １ ７ に よ っ
て 判 断 さ れ る と 、 シ ー ケ ン サ １ ７ は 吸 着 槽 １ ， ２ の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 を 設 定 酸 素
濃 度 に 応 じ た 切 り 替 え 周 期 に 変 更 す る 。 こ の 切 り 替 え 周 期 は 、 次 の よ う に し て 決 定 さ れ て
い る 。 す な わ ち 、 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 イ ン バ ー タ 周 波 数 （ す な わ ち 圧 縮 機 ３ の 回
転 数 ） が 相 異 す れ ば 、 生 成 さ れ る 窒 素 ガ ス の 最 小 の 酸 素 濃 度 の 値 は 相 異 し て い る 。 そ し て
、 最 小 の 酸 素 濃 度 の 値 が 高 く な る ほ ど 周 波 数 は 低 く な っ て い る 。 し た が っ て 、 生 成 さ れ る
窒 素 ガ ス の 最 小 の 酸 素 濃 度 が 設 定 酸 素 濃 度 と な る 周 波 数 に よ れ ば 、 最 小 の 消 費 電 力 で 設 定
酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ ス を 得 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の 周 波 数 で 圧 縮 機 ３ が 運 転 さ れ
た と き に 設 定 酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ ス を 生 成 で き る 切 り 替 え 周 期 が 選 択 さ れ る 。 す な わ ち 、 生
成 さ れ る 窒 素 ガ ス の 最 小 の 酸 素 濃 度 が 設 定 酸 素 濃 度 と な る 周 波 数 で 設 定 酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ
ス を 生 成 で き る 切 り 替 え 周 期 が 選 択 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 圧 縮 機 ３ の 消 費 電 力 を 最 小 限 に
で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に よ り 説 明 す る と 、 生 成 さ れ る 窒 素 ガ ス に お い て 設 定 酸 素 濃 度 ５ ０ ０ ｐ ｐ
ｍ が 酸 素 濃 度 の 最 小 値 と な る の は 、 周 波 数 が ３ ２ Ｈ ｚ の と き で あ る 。 こ の 周 波 数 で 圧 縮 機
３ を 運 転 す れ ば 、 低 消 費 電 力 で 設 定 酸 素 濃 度 （ ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ） の 窒 素 ガ ス を 生 成 で き る 。
し た が っ て 、 こ の 周 波 数 の 下 で 酸 素 濃 度 が 設 定 酸 素 濃 度 （ ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ） に な る 切 り 替 え
周 期 、 す な わ ち ６ ０ 秒 が 選 択 さ れ る 。 し た が っ て 、 検 出 値 ＜ （ 設 定 値 ＋ 一 定 値 ） が 満 足 さ
れ る と 、 吸 着 槽 １ ， ２ の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 は 、 シ ー ケ ン サ １ ７ に よ っ て ６ ０ 秒 に
変 更 さ れ 、 以 後 、 こ の 切 り 替 え 周 期 で 運 転 が 続 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 吸 着 槽 １ ， ２ の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 は 、 シ ー ケ ン サ １ ７ に よ っ て 、
最 初 は 初 期 値 に 設 定 さ れ 、 製 品 貯 槽 １ ４ 内 の 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 が 設 定 酸 素 濃 度 に 近 づ く
と 、 設 定 酸 素 濃 度 に 応 じ た 切 り 替 え 周 期 に 変 更 さ れ 、 以 後 、 こ の 切 り 替 え 周 期 で 運 転 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 一 方 、 圧 縮 機 ３ の 回 転 数 は 、 上 記 吸 着 槽 １ ， ２ の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 の 下 で 、 製
品 貯 槽 １ ４ 内 の 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 が 設 定 酸 素 濃 度 （ ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ） に な る よ う に 、 酸 素
濃 度 計 １ ５ に よ る 検 出 値 と 設 定 酸 素 濃 度 の 値 と の 偏 差 に 応 じ て 、 イ ン バ ー タ ４ の 周 波 数 が
自 動 調 整 さ れ て 圧 縮 機 ３ の 回 転 数 が 制 御 さ れ 、 吸 着 槽 １ ， ２ へ 送 り 込 ま れ る 加 圧 空 気 の 供
給 量 が 自 動 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 吸 着 槽 １ ， ２ の 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 が 、 酸 素 濃 度 の 検 出 値 と
設 定 酸 素 濃 度 に 応 じ て 適 切 に 自 動 調 整 さ れ る と と も に 、 圧 縮 機 ３ の 回 転 数 が 酸 素 濃 度 の 検
出 値 に 応 じ て 製 品 窒 素 ガ ス の 酸 素 濃 度 が 設 定 酸 素 濃 度 に な る よ う 制 御 さ れ る こ と に よ っ て
、 所 望 の 酸 素 濃 度 の 窒 素 ガ ス が 生 成 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る た め の 窒 素 ガ ス 供 給 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 シ ー ケ ン サ に よ る 吸 着 ・ 脱 着 の 切 り 替 え 周 期 の 自 動 調 整 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 図 ３ 】 周 波 数 及 び 切 り 替 え 周 期 と 酸 素 濃 度 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 一 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 切 り 替 え 周 期 が ３ ０ 秒 の 下 で の イ ン バ ー タ 周 波 数 と 酸 素 濃 度 と の 関 係 を 示 す グ ラ
フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ ， ２ ・ ・ 吸 着 槽 、 ３ ・ ・ 圧 縮 機 、 ４ ・ ・ イ ン バ ー タ 、 ５ ， ６ ・ ・ エ ア ー 供 給 弁 、 ７ ，
８ ・ ・ 排 気 弁 、 ９ ， １ ０ ・ ・ 製 品 供 給 弁 、 １ １ ， １ ２ ・ ・ 均 圧 弁 、 １ ３ ・ ・ 製 品 排 出 弁 、
１ ４ ・ ・ 製 品 貯 槽 、 １ ５ ・ ・ 酸 素 濃 度 計 、 １ ６ ・ ・ コ ン ト ロ ー ラ 、 １ ７ ・ ・ シ ー ケ ン サ 。
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